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 初期のベルクソン論から、 『差異と反復』 、 『意味の論理学』 、そし
て晩年の映画論にいたるまで、時間の問題はドゥルーズ哲学の特権的なテーマであったと っても過言ではない。ヤン・ラポルト 『ジル・ドゥル ズ
 
時間の試練』は、ドゥルーズの思考の中心に時間

































































てくれるものであったが、 れらは『意味 論理学』において、 「出来事」という問題を射程に入れなが 、時間についての二つの見方へと変奏される。
 
ひとつめの見方は、クロノスとしての時間である。これは、物体







は、それら物体的なも の結果＝効果としての「非物体的」な時間であり 現在という定点を有さず、 過去 未来へ無限に分割される、常に現在を逃れる生成であるという。というのも、絶えず変化していく生成は、固定さ た土台である現在を逃れ、常に過ぎ去り、常に来るべきものであるからである。それは永遠的な直線として描かれる「時間の空虚な純粋形式」
(４
)である。この直線的な形式として
のアイオーンは、クロノスが描く物体的な無限 円環 解放 ものであり、まさに第三の時間に相当する。
 
ところが、 アイオーンは単に第三の時間の言い換えなのではなく、
『意味の論理学』において非物体的 「出来事 と 問題 語るためのものとして用いられており、ラポルトはこの「出来事」 しての時間を強調する。
 
非物体的なものの理論は、ストア派に由来するものであるが、ド
ゥルーズはその核心を「因果関係の切断」にあるとしてい 。つまり、原因は深層における物体固有 秩序を有し、結果＝効果は表面におけるそれ固有の関係を有する る。クロノスが、 「出来事」が物体へ受肉し、事物 状態の中で現実化した現働的な時間であるのに対して、 「出来 」そのも は現働化され 在から 逃れ、過去と未来とに無限に分割される。生成として 純粋な「出来事」は特定の物 状態 おいて語ることはできないの あ このような
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たとえばイタリアのネオレアリスモによって描かれたのは、戦争の後の廃墟を前に、ただ佇み、彷徨し、見 しかできない人々の姿であっ 。そこでは、知覚の後に整合的な行動が続 ず、知覚と行動の間で、人間はひたすら決定不可能な状態に置かれるこ にる。世界を有機的に組織する主観な ものは宙づり なり 「純粋光学的音声的状況」
(５
)が露呈されることになる。このような時間イ
マージュにおいて、時間は感覚運動的な図式から解放され、整合的な行動へとは有機化されず、 出来事の離散的な力がむき出 に 。
 
ラポルトは、このような映画論における時間を、 『意味の論理学』
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